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１．はじめに 

近年，我が国では，Society 5.0[1]の提唱を契機

に IoT や AI などの先端技術を利活用する機会が

増加している．画像処理分野では，動画像から

人物の顔領域を取得し，深層学習を用いて顔領

域を解析することで人物の性別や年代といった

属性情報を推定する研究[2]が注目されている．

この属性情報を利用することで，効果的な広告

掲示や商業施設での物品配置といった営業戦略

に活用できる．しかし，カメラとの距離が遠く

顔の解像度が低下する場合やカメラに正対せず

に顔が写らない場合に属性情報を推定できない

課題が残る．そこで，本研究では，人物の顔領

域だけではなく，全身の特徴から属性を推定す

ることで安定して性別と年代を推定する手法を

提案する．  

２．研究の概要 

本システム（図 1）は，人物認識機能，性別推

定機能と年代推定機能により構成される．入力

データは人物の全身の動画像，出力データは人

物属性の推定結果とする． 

２．１ 人物認識機能 

本機能では，物体検出手法である YOLO（You 

only Look Once）[3]を用いて，動画像から人物の

領域を取得し，その領域を人物画像として切り

出す．本システムでは，この人物画像を画像分

類手法である VGG19[4]に適用して人物の性別と

年代を推定する．そのため，VGG19 の入力層に

合わせて人物画像を 224×224 ピクセルに収まる

ように縮小し，余白部分は黒にする． 

２．２ 性別推定機能 

本機能では，深層学習を用いて人物画像の性

別を推定する．性別推定モデルは，男性と女性

の人物画像を VGG19 により学習することで構築

する． 

２．３ 年代推定機能 

本機能では，深層学習を用いて人物画像の年

代を推定する．推定対象の年代は，マーケティ

ング分野において用いられる年齢区分[5]である

12 歳以下，13∼19歳，20∼34 歳，35∼49歳と 50 歳

以上の 5つとする．年代推定モデルは，人物画像

に骨格情報を重畳した画像を VGG19 で学習して

構築する．本研究では，年代により歩行時の姿

勢が異なる点に着目し，人物の骨格推定手法で

ある OpenPose[6]を用いて推定した骨格情報を人

物画像に重畳（図 2）することで，年代の推定精

度向上を図る． 

 
図 1 処理フロー 

 

 
図 2 骨格情報を付与した人物画像 

 

入力 人物の全身の動画像

出力 人物属性の推定結果
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３．実証実験 

本実験では，人物の全身を撮影した動画像に

提案手法を適用することで，提案手法の属性推

定精度を確認する． 

３．１ 実験内容 

 学習データは，市街地にて撮影した歩行者の

人物画像を各属性 300 枚，合計 2,100 枚とする．

評価データは，同地点にて撮影した歩行者の画

像を各属性 100枚，合計 700枚とする．正解デー

タは，目視により画像に映った人物の属性を評

価することで作成する．そして，提案手法の推

定結果と正解データを比較し，適合率，再現率

と F値で評価する．なお，年代推定機能では骨格

情報の重畳の有用性を評価するために，骨格情

報を付与しない場合の年代推定モデルを生成し，

骨格情報を付与した場合の年代推定モデルとの

精度を比較する． 

３．２ 結果と考察 

実験結果を表 1と表 2に示す．まず，性別の推

定精度（表 1）を確認すると，男性の F 値は 0.87，

女性の F値は 0.84であることから，提案手法によ

り性別を高精度に推定できることがわかった．

しかし，女性が帽子を被っている場合や短髪で

半袖のシャツとデニムパンツのような中性的な

服装をしている場合に誤推定する傾向が見られ

た． 

次に，年代の推定精度（表 2）を確認すると，

骨格情報無しの F値が 0.92，骨格情報有りの F値

が0.88であることから，提案手法は骨格情報を含

まない年代推定に比べると精度が低下したが，

年代を高精度に推定できることがわかった．年

代別に比較すると、12 歳以下の再現率が 1.00，

0.99と高いのは，幼稚園や小学校などの制服をこ

の年代の特徴として学習しているためだと考え

られる． 一方で，20~34歳と 35~49歳の再現率が

低い傾向が見られた．これは，上記の年代の着

用している服装が図 3に示すように色や形の差が

少ないことやスーツを着用している人物が多い

ことが要因となり，誤分類していると考えられ

る． そのため，上記のような服装の人物画像を

学習データに追加することで，精度の向上が期

待できる． 

４．おわりに 

 本研究では，人物の全身の特徴に基づいた人

物属性手法を提案し，実証実験により提案手法

の有用性を確認した．今後は，提案手法を学習

データとは別の時期および場所において評価す

ることで，提案手法の汎用性を評価する． 
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表 1 実験結果（性別） 

性別 適合率 再現率 F値 

男 0.80 0.95 0.87 

女 0.94 0.76 0.84 

 

表 2 実験結果（年代） 

骨格情報 年代 適合率 再現率 F値 

無 

12歳以下 0.93 1.00 0.96 

13∼19歳 0.97 0.98 0.98 

20∼34歳 0.87 0.87 0.87 

35∼49歳 0.92 0.84 0.88 

50歳以上 0.93 0.93 0.93 

全年代 0.92 0.92 0.92 

有 

12歳以下 0.96 0.99 0.98 

13∼19歳 0.97 0.95 0.96 

20∼34歳 0.83 0.85 0.84 

35∼49歳 0.87 0.74 0.80 

50歳以上 0.83 0.92 0.87 

全年代 0.89 0.89 0.88 

 

 
図 3 参考画像 
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